
本書は，慶應義塾大学パネル調査共同研究拠点によ

る，「日本家計パネル調査」の成果発信第一弾として

刊行された論文集である。日本家計パネル調査は，

2009年より開始された，日本全国の約4000人を対象

としたパネル調査である。

従来，日本における個人レベルのマイクロデータは，

一時点の情報しかないクロスセクションデータが主流

であった。同一個人を複数年にわたって追跡するパネ

ル調査は，クロスセクションデータに比べて，固定効

果法を用いて個人属性をより厳密にコントロールした

り，ある時点で起こったことの長期的な影響の推移を

観察したりできるという大きな利点がある。たとえば

米国で1960年代に開始されたPanelStudyofIncome

Dynamicsのように，すでに数十年にわたる長い蓄積

の歴史を持つものもあり，さまざまな分析に活用され

てきた。近年，日本においてもパネルデータ整備の社

会的要請が高まり，1993年に開始された家計経済研

究所の「消費生活に関するパネル調査」をはじめ，大

阪大学による「くらしの好みと満足度アンケート」や，

本書のいくつかの章でも扱われている「慶應義塾家計

パネル調査」など，一般の研究者にも利用できるパネ

ルデータの整備がようやく進んできたところである。

「日本家計パネル調査」は，これらの既存のパネル

データと比べて，以下のような特徴を持つ。まず，特

定の層に焦点を当てるのではなく，社会全体の人口構

成を反映するよう設計されている点が挙げられる。た

とえば「消費生活に関するパネル調査」は特定年齢層

の女性のみを調査対象としていたが，「日本パネル調

査」が対象とする母集団は日本国内に住民票を持つ

20歳以上のすべての男女である。また，就学・就業・

健康状態などの基本的な項目に加え，世帯構成・収入・

支出・資産・住居など，包括的なトピックをカバーし，

調査対象者が有配偶の場合は配偶者についても対象者

本人と同一の項目を調査しているため，工夫次第でさ

まざまな分析が可能となる。さらに前述の「慶應義塾

家計パネル調査」と相互利用が可能となるように調査

項目が設計されていることも利点のひとつとして挙げ

られよう。ただし，調査票を見比べると，「慶應義塾

家計パネル調査」よりも「日本家計パネル調査」のほ

うが，たとえば健康状態などについてより詳細な質問

を設定しているようである。

このように充実した調査項目を反映して，収録論文

のテーマは貧困からの脱出における社会移転の役割や，

非正規雇用と正規雇用の間の格差，就業環境と健康状

態の関連など多岐にわたり，社会保障や労働経済の分

野での重要なトピックの多くをカバーするものになっ

ている。

本書は，第Ⅰ部「JHPSの標本特性と調査実施方法

のパフォーマンス」（1，2章），第Ⅱ部「データに見

る貧困からの脱出」（3�7章），第Ⅲ部「労働市場と消

費者行動の諸相と問題解決への糸口」（8�11章）の三

部からなる。以下，それぞれの章について概要をまと

めた上で批評したい。各章とも，特に注記がないかぎ

りは2009年の日本家計パネル調査第1回調査を用いた

実証分析である。

第1章では，日本家計パネル調査のサンプルを，国

勢調査や就業基本調査などの大規模な政府統計と比較

し，サンプルに大きな偏りがないことを確認している。

サンプルが偏っていないかどうかを入念に確認するこ

とは，データの信頼性を担保するためには大変に重要

な作業であり，1章を割いて丁寧に検討している点に

は好感が持てる。

Vol.47 No.3328

I はじめに

Ⅱ 本書の構成と紹介

書 評

樋口美雄，宮内環，C.R.マッケンジー，慶應義塾大学パネルデータ設計・解析センター編

『貧困のダイナミズム 日本の税社会保障・雇用政策と家計行動』
（慶應義塾大学出版会，2010年）

近 藤 絢 子



第2章は，調査方法の違いや調査員の報酬や訓練が

回収率に与える影響と，質問票による回答でなくweb

での回答を選ぶのはどういった属性の持ち主であるの

か，の2点を検証している。調査方法と回収率の関係

の分析では，留置調査のみと留置・面接併用の間には

統計的に有意な差はなかった。面白いのは調査員の処

遇と回収率の関係で，調査員の報酬体系は回収率に有

意な差を与えることと，調査員に対する事前説明会に

は統計的に有意な効果がなかったことがわかった。

Webでの回答を選ぶ人は，男性・若年層・無配偶・

大卒が多く，比較的仕事からの収入が高いことがわかっ

た。この章の結果は，自ら調査を実施することを検討

している読者や，将来web調査によるデータの二次利

用を検討している読者にとって特に有用だろう。

第3章は，個票データを活かしたマイクロシミュレー

ション分析によって，子ども手当と控除廃止の格差是

正効果を検証し，子ども手当の支給による恩恵は中低

所得階層にまで及ぶものの，控除廃止や住民税の増税

だけでは子ども手当の財源はまかなえないという結果

を出している。2009年のデータを用いた分析である

が，本稿執筆時点の2011年9月現在，子ども手当の財

源確保が難航し，所得制限の導入や額の引き下げの検

討を経て廃止が決まった現状を鑑みるに興味深い分析

である。

第4章では，日本の社会保障や税制を通した所得移

転の低さが相対的貧困率の高さに寄与しているのでは

ないか，という問題意識に立って，日本にイギリスや

アメリカのような給付つき税額控除を導入した場合の

貧困削減効果についてのシミュレーションを行ってい

る。イギリスに近い制度を導入することで相対的貧困

率が4分の1程度削減できる可能性を提示している。

ただし，税率が変わっても人々の労働供給行動が変化

しないという仮定をおいたうえでのシミュレーション

となっている点が少々気になる。Phase-out段階にあ

たる所得階層の労働供給が減る可能性まで考慮すると

結果はどの程度変わりうるのだろうか。

第5章は，2005�2009年の慶応義塾家計パネル調査

を用いて，ワーキング・プアからの脱出に自己啓発支

援が有効かどうかを検証する。ただし，実際の分析は，

貧困率および貧困突入確率・脱出確率と就業形態の関

係をみる前半部分と，自己啓発が非正規就業から正規

就業への移行を促すかどうかを実証している後半部に

分かれている。この点が非常に気になった。前半・後

半とも同じデータで分析しているということは，一つ

のデータの中に自己啓発と貧困の両方の情報があると

いうことだから，自己啓発と貧困の関係を直接見るこ

とができたはずである。それなのにあえて分析を2つ

の段階に分けたのはなぜなのだろうか。自己啓発によっ

て非正規から正規への転換できる層が貧困に陥りやす

い層と必ずしも合致するとは限らないので，自己啓発

は貧困対策として役に立つかどうかを検証するには両

者の関係を直接見る必要があるように思った。

第6章は2004�2009年の慶応義塾家計パネル調査と

2009年の日本家計パネル調査を併用し，長時間労働

や，不本意の非正規就業が健康に与える影響を検証す

る。長時間労働や，不本意の非正規就業は健康状態に

悪い影響を与えるように見えるが，これは見せかけの

相関であって，個人固定効果や操作変数によって内生

性をコントロールすると影響は有意でなくなるという

結果であった。しかし，操作変数として用いられてい

る変数の中には，学歴のように固定効果に吸収されて

しまいそうなものや，労働時間管理の有無や県別有効

求人倍率のように直接のストレスになりえるものが含

まれており，健康状態の変化が労働時間や就業形態も

変化させるという意味の内生性をきちんとコントロー

ルできているのか，やや疑問が残った。

第7章の目的は，身体的・精神的健康度が医療費と

所得に与える影響を見ることである。このため，まず

は身体的健康度と精神的健康度の指標を作る必要があ

る。この章では，主観的な健康度についての回答を被

説明変数，健康に関係する他の12の質問項目を説明

変数としたロジットモデルを推計し，推計された係数

から各項目のウェイトを算出する。そして12の項目

を身体的健康度にかかわるものと精神的健康度にかか

わるものに分けて，それぞれウエイト付けして集計し

たものを身体的健康度と精神的健康度の指標として用

いる。ただし，著者も指摘しているとおり，健康状態

が就業状態や所得に影響を与えているのか，就業状態

や所得が健康状態に影響しているのかの識別をするた

めには複数年のパネルデータが必須である。現段階で

は1年分のクロスセクションデータしかないため，結

局はこの2つの指標と医療費，就業状態や所得の相関

関係を見る以上のことができていない。

第8章は弾力的労働時間制度と労働時間の長短の関

係を見たもので，フレックスタイム制と変形労働時間

制は労働時間の長さとは無相関だが，裁量労働制や
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「時間管理を受けない管理職など」にあてはまる労働

者は労働時間が長くなる傾向があった。ただし，著者

も指摘しているとおり，現段階では1年分のクロスセ

クションデータしかないため，労働時間に対する選好

など，異なる労働時間制度をもつ職の間の選択に影響

するような個人の異質性がコントロールできていない

という問題点がある。

第9章は，仕事内容や職場環境の変化と心身の健康

状態や離職意向の相関関係を見ている。仕事の負荷が

増えたり人間関係が悪化すると健康状態に悪影響があ

り，そういった要因や健康状態そのものが離職意向に

も影響する。ただしこれも，著者も指摘しているとお

り，現段階では1年分のクロスセクションデータしか

ないため，心身の健康状態が仕事内容や職場環境を変

化させるという逆因果の可能性が排除できない。

第10章は慶應義塾家計パネルを用いて，高学歴男

性の雇用と結婚行動の関係を分析している。具体的に

は，結婚のハザードモデルを推定する際に，説明変数

として高学歴×学卒後不安定雇用ダミーをいれ，これ

がマイナスに有意であれば，高学歴でありながら不安

定雇用に留まる者は留保水準が高いために結婚が遅く

なるという解釈をとる。1992年以降卒業のサンプル

のみに限れば著者の予測と整合的な結果が得られてい

る。しかし，結婚が遅いことがすなわち留保水準が高

いという解釈で本当によいのかどうか，個人的には違

和感を感じた。たとえば留保水準が同じでも，サーチ

の強度が下がれば結婚は遅くなるはずで，代替的な解

釈の検討が足りないように感じた。また，高学歴の不

安定雇用は最近ほど増えており，世代のコントロール

が調査時点の年齢のみであることから，世代効果を拾っ

てしまっていないかという点も気になる。

第11章は身長や体重が賃金に与える影響を推計し，

さらにそれが雇用主による差別なのか，生産性の違い

に起因するものなのかの区別を試みている。この結果，

正規雇用の男性に高身長プレミアムと低身長ペナルティ

があり，これは雇用主による差別を含む可能性が示唆

された。また，肥満ペナルティは男性には観察されず，

女性においても観察されない属性によるものである可

能性が高いという結果であった。しかしながら，著者

も指摘しているとおり，身長は両親の社会経済的地位

に大きく影響を受けることが知られており，日本家計

パネル調査ではそうした変数をコントロールすること

が難しい。また，肥満度についても，自制心の弱い人

は肥満しやすくかつ仕事もできないという意味での内

生性のコントロールができていない。身長はそう頻繁

に変わるものではないし，体重も急激に変化するとき

は病気など生産性に直接影響しそうなことが同時に起

きている可能性が高く，単にパネルデータがあれば解

決できるという種類の問題ではない。

ここまで見てきたとおり，本書は狭義の貧困問題の

みに限定せず，健康状態や労働時間など，幅広いトピッ

クを扱い，現代日本の重要な社会問題の多くをカバー

する意欲的な論文集である。広い意味での格差・貧困

問題という共通テーマはあるものの，各章が独立した

研究論文として読めるようになっている。

ただ本書の最大の難点は，「パネルデータによる制

作評価分析1」という副題がついているにも関わらず，

実質的にはクロスセクションデータによる分析が大半

を占めている点だろう。実際にパネルデータを用いた

分析ができているのは，慶應義塾家計パネル調査のデー

タを用いた第5，6，10章の3つのみである。日本家計

パネル調査の最初の1年分のデータしか使えない段階

でまとめられたため，ある程度はしかたのない面もあ

るのだろうが，副題と内容がいささか食い違っている

感は否めない。

特に気になったのは，効果を見たい説明変数の内生

性あるいは逆因果に対処するためにはパネルデータが

必要だが，現時点では1年目のデータしかないので対

処できない，と著者自らが書いている章が7章，8章，

9章と3つもある点だ。どの章も，問題となっている

内生性ないし逆因果はかなりクリティカルなもので，

そこをコントロールできない段階で暫定的な分析結果

を紹介する意義がどこにあるのか，説明が足りないよ

うに思う。

さらに慶応義塾家計パネル調査を使った章が混ざっ

ているため，「1年分しかないのが問題なら，代わり

に慶應義塾家計パネル調査を使えばいいのでは？」と

思ってしまう読者も多いのではないだろうか。慶應義

塾家計パネル調査のウェブサイトに行って調査票をみ

れば，7�9章の分析で使う変数が慶應義塾家計パネル

調査にはないことはわかるのだが，本書の中にもひと

こと，その旨が書いてあるほうが親切であるように思っ

た。

もっとも，今後パネルデータの蓄積が進めば，本書
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で扱われたトピックをパネルデータならではの手法を

用いてさらに深く分析することが可能になる。冒頭で

述べたように「日本家計パネル調査」は日本の既存の

パネルデータにはない特色があり，今後のさらなる研

究の蓄積には大いに期待したい。

（こんどう・あやこ 法政大学准教授）

Winter'11 331『貧困のダイナミズム 日本の税社会保障・雇用政策と家計行動』



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


